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図 2.1 動き検出と画像合成の様子 
2.2. 量子化制約条件による DCT 係数の補正 



























































































CIF サイズの標準動画像”Mobile&Calendar”を jpeglib の
品質パラメータである quality を 50 と 75 にして圧縮した
ものを用い、式(3.1)のパラメータαを変動させて実験を
行った。また、動き検出は 1/4 画素精度のブロックマッチ
ングを用いている。結果を図 3.2、図 3.3 に示す。また、
図中の従来手法とは 2.1 節の画像合成のみを行う場合
を指す。 
































































の近傍で NxN ブロックで再探索を行う。 
方法2: 方法 1 で 2Nx2N ブロックのマッチング誤差が小さ
い場合に再探索を行わない。 
方法3: 重なりを許して求めるブロックを右上、右下、左




央の NxN ブロックのベクトルとする。 














方法1、方法2 方法4方法3  
図 4.1 動き検出の改善方法 
 
4.2. 動き検出の改善による効果 
 今回の実験では方法 1、3、4 の合成条件は閾値α=2
で式(2)が成り立つ場合とし、方法 2 ではα=1 で成り立た
ない場合に、ブロックサイズを小さくした後α=2 で再探
索を行うこととする。それぞれの改善方法を提案手法に

























図 4.2 動き検出の改善による効果 
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